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一
里
宇
許
山
奥
に
て
、
今
家
十
軒
像
あ
り
。
黒
嶺
城
一
然
る
に
天
保
二
年
入
用
妓
援
の
閉
鎖
を
命
じ
た
の
で

の
大
手
に
て
、
城
戸
と
い
ふ
厨
あ
り
。
』
と
記
す
る
。
一
茶
屋
町
の
名
を
践
し
、
麗
邸
三
年
五
周
再
開
を
許
さ

イ
シ
サ
カ
オ
ホ
グ
ミ
右
援
大
組
金
棒
石
坂
に
一
九
・
て
石
坂
町
を
西
新
地
と
い
ひ
、
明
治
四
年
四
局
戸

住
し
た
大
組
足
騒
の
組
地
を
い
ふ
。
務
政
時
代
に
大
一
籍
編
成
の
時
ま
た
石
坂
町
と
し
た
。

組
足
騒
は
大
衆
兎
に
一
一
組
と
石
坂
に
ニ
組
と
あ
っ
ト
イ
シ
ザ
カ
マ
チ
石
坂
町
金
揮
の
町
名
。
野
町

て
、
後
者
を
上
の
組
・
下
の
組
、
又
は
四
丁
目
の
組
・
一
の
襲
で
、
音
は
石
坂
村
が
此
の
地
の
設
に
あ
っ
た
と

六
丁
目
の
組
と
も
群
し
た
。
こ
の
地
今
は
石
坂
角
揚
一
い
ふ
。
然
る
に
泉
野
の
趨
々
町
地
と
な
る
に
及
び
、

に

臨

す

る

。

一

石

坂

村

も

亦

滞

士

の

下

邸

な

ど

L
な
り
、
元
稼
の
頃

イ
シ
サ
カ
カ
タ
バ
石
坂
角
場
金
揮
の
町
名
で
、
一
に
は
般
に
石
坂
町
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
今
の
石

一
番
了
か
ら
十
二
番
一
J
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
四
一
坂
町
と
は
厨
狭
大
小
の
差
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の

年
四
用
戸
籍
編
成
の
時
、
元
大
組
角
拐
の
近
遜
を
都
一
附
涯
は
俗
に
凡
べ
て
石
坂
と
呼
び
、
石
坂
千
軒
と
も

ぺ
て
石
坂
角
揚
何
番

.3と
し
て
町
名
を
建
て
た
の
で
一
石
坂
護
と
も
い
う
た
。

あ
る
。
角
揚
と
い
ふ
の
は
、
醤
務
中
大
組
足
轄
の
銭
一
イ
シ
サ
カ
ヨ
リ
キ
マ
チ
石
坂
奥
力
町
金
揮
の

飽
習
練
の
矯
に
し
た
射
的
場
の
こ
と
で
あ
る
。
一
町
名
。
野
町
奥
カ
町
と
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
寛
文

イ
シ
サ
カ
カ
ハ
ギ
シ
マ
チ
右
援
川
鎗
町
金
滞
一
七
年
三
周
廿
日
奥
力
等
に
、
今
年
よ
り
=
τ
年
の
内

の
町
名
。
町
曾
所
留
記
に
、
文
政
四
年
二
用
金
持
城
-
に
、
小
立
野
及
び
泉
野
に
定
め
た
奥
カ
屋
般
の
内
に

下
に
接
鈍
す
る
郡
地
相
封
総
地
町
家
建
の
ケ
腕
を
町
一
移
鱒
す
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
小
立
野

奉
行
の
支
配
と
し
た
時
、
『
石
坂
村
領
川
よ
り
末
は
針
一
と
い
ふ
は
今
の
奥
力
町
、
泉
野
と
い
ふ
は
今
の
石
坂

屋
町
、
右
村
領
川
よ
り
商
は
石
坂
川
岸
。
』
と
あ
っ
一
奥
カ
町
で
あ
る
。

て
、
此
の
川
は
野
町
と
石
坂
と
の
境
地
な
る
用
水
で
一
イ
シ
ザ
キ
石
崎
幻
一
鹿
島
郡
奥
原
保
に
屈
す

あ
り
、
こ
れ
あ
る
に
よ
っ
て
石
坂
川
岸
の
名
が
起
つ
一
る
邸
孫
。
邑
名
は
石
崎
印
ち
鮮
風
崎
が
あ
る
か
ら
起

た
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
四
周
町
名
改
正
の
時
、
石
一
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
石
崎
村
は
、
加
越
能
の
織
を

坂
川
陪
町
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
釣
・
指
綱
杯
し
て
、
海
上
を
家
に
し
て
か
せ
ぐ
厨
也
。

イ
シ
サ
カ
ゴ
ジ
ユ
ウ
-
-
ン
マ
チ
右
摂
五
十
人
町
一
公
領
也
。
』
と
見
え
る
。

金
持
の
町
名
で
、
滋
滞
時
代
に
は
足
躍
の
組
地
で
あ
一
イ
シ
ザ
キ
石
崎
川
町
一
鹿
島
郡
石
崎
の
部
務
か

っ

た

。

一

ら

斗

出

す

る

岬

角

。

叉

石

崎

鮮

風

と

も

い

ふ

。

イ
シ
サ
カ
ジ
ョ
ウ
石
坂
按
江
沼
郡
熊
坂
の
恒
一
イ
シ
ザ
キ
ピ
ヨ
ウ
プ
石
崎
扉
嵐
J
ピ
ヨ
ウ
プ

内

石

坂

の

領

山

に

あ

っ

た

。

一

セ

ト

扉

風

瀬

戸

。

イ
シ
サ
カ
チ
ヤ
ヤ
マ
チ
右
摂
議
屋
町
金
探
の
一
イ
シ
ソ
ウ
ト
ウ
右
脂
容
〈
一
〉
鶴
来
の
九
重
石

盤
町
名
。
も
と
助
九
郎
町
・
針
屋
町
の
内
で
、
細
民
一
一
塔

l
石
川
郡
鶴
来
か
ら
白
山
比
時
制
駐
に
溜
ふ
道
路

の
時
住
地
で
あ
っ
た
が
、
文
政
三
年
三
周
初
め
て
妓
一
の
中
、
舟
附
山
の
麓
附
近
に
あ
っ
た
。
土
屋
勘
四
郎

極
を
置
く
こ
と
を
許
さ
れ
、
町
名
を
石
坂
茶
屋
町
一
一
義
正
の
建
立
し
た
も
の
で
、
於
石
川
郡
山
内
白
山
村

番
丁
・
二
番
一
J
・
三
番
丁
と
講
す
ノ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
奉
造
立
石
塔
一
基
云
々
世
盛
安
五
壬
盛
年
仲
秋
吉
辰

ハ
自
徐
の
文
字
は
磨
誠
〉
と
あ
っ
た
が
、
明
治
の
後
破

捜
せ
ら
れ
た
。

。一
ν
中
段
の
石
居
塔
l
鳳
至
郡
申
段
小
字
昆
沙
門
に

銀
座
す
る
白
山
静
祉
境
内
に
五
重
の
石
厨
塔
を
存
す

る
。
基
石
幅
九
三
・
=
一
桓
、
初
居
ハ
屋
線
共
V

高
さ
八

七
・
八
題
、
第
二
居
五
一
・
八
題
、
第
三
騒
五
0
・
穴

埋
、
第
四
居
四
六
・
三
盤
、
第
五
勝
四
入
・
四
題
、
相

輪
部
は
二
八
・
七
檀
を
残
し
て
像
は
鍛
鏑
し
、
初
騒

の
中
に
長
四
五
・
六
組
の
座
像
大
日
如
来
を
安
置
す

る
。
塔
の
全
長
三
七
五
・
七
種
0
.

会
一
〉
明
泉
寺
の
石
騒
塔
l
鳳
至
郡
明
泉
寺
に
五
居
石

塔
が
あ
b
、
そ
の
下
居
二
重
の
み
を
今
存
す
る
。
基

塩
三
0
=
一
額
一
平
方
、
二
一
居
屋
種
ま
で
の
高
さ
三
五
九

極
、
初
居
内
に
大
日
如
来
の
座
像
を
安
置
す
る
。
そ

の
高
さ
七
四
種
一
一
。
古
聞
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
東
塔

で
、
そ
の
他
に
西
塔
が
あ
っ
た
が
今
存
せ
ぬ
。

ハ四
V

前
波
の
石
居
塔
l
鳳
芸
部
前
波
の
岡
山
に
も
石

造
五
重
塔
婆
が
あ
っ
た
。
今
崩
壊
し
て
治
構
散
鼠
し
、

そ
の
屋
議
の
一
は
祭
種
の
際
紳
輿
の
休
憩
揚
に
用
ひ

ら
れ
て
ゐ
る
。

〈
五
)
岩
倉
寺
の
石
居
塔
!
臨
至
郡
商
時
闘
な
る
岩
倉

寺
門
内
左
右
に
も
五
霊
の
石
居
塔
が
あ
る
。
高
さ
二

八
入
極
、
盤
石
の
高
さ
七
六
題
、
幅
八
二
塩
、
奥
行

七
九
檀
の
も
の
で
、
患
下
居
の
身
部
に
仰
像
が
彫
刻

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

イ
シ
ソ
ト
バ
右
寧
都
醤

J
イ
タ
ピ
板
碑
。

イ
シ
タ
ウ
ゲ
右
綜
期
羽
咋
郡
貨
建
か
ら
原
に
越

す
峠
で
、
高
さ
一
一
一
一
一
一
一
一
米
を
有
す
る
。

イ
シ
タ
テ
右
立
石
川
郡
笠
間
郷
に
臆
す
る
部

務
。
こ
の
村
名
は
文
安
五
年
六
局
の
石
清
水
八
幡
宮

寄
進
朕
に
見
え
る
。
名
義
は
閲
領
に
、
五
本
の
石
を

立
て
た
厨
が
あ
る
に
図
る
。
里
人
は
之
を
石
の
木
宮

と
帯
す
る
。
郷
村
名
義
抄
に
は
往
古
こ
の
村
を
漬
崎
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と
い
っ
た
と
見
え
、
叉
貫
永
誌
に
は
、
こ
の
村
に
狩

野
隠
岐
と
い
ふ
者
の
居
住
し
た
屋
敷
跡
が
あ
る
と
記

す
る
。イ

シ
ダ
へ
イ
キ
チ
石
田
平
吉
能
美
郡
小
松
の

陶
工
。
も
と
家
を
北
市
屋
と
い
ひ
、
北
玉
蛍
と
観
し

た
。
亭
和
元
年
生
ま
れ
、
鎗
簡
を
好
み
、
製
陶
を
摂

び
、
文
政
七
年
若
移
窯
に
入
っ
た
。
天
保
二
年
苦
闘

屋
窯
に
締
じ
、
周
年
自
ら
小
松
に
閲
梁
し
、
そ
の
務

用
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
苗
字
を
許
さ
れ
た
。

明
治
三
年
五
十
八
践
を
以
て
夜
。

イ
シ
ダ
ホ
石
田
保
康
正
二
年
道
内
裏
段
銭
強

闘
役
引
付
に
、
『
一
貰
文
問
注
厨
殿
賀
州
石
田
保
段

銭
。
』
と
あ
る
。
石
川
郡
村
井
の
垣
内
に
石
旧
の
あ
る

も
の
が
そ
れ
で
あ
ら
う
。

イ
シ
ヅ
カ
右
穆
鹿
島
郡
一
背
庄
に
邸
す
る
部

落
。
能
菅
穏
に
、
発
字
を
彫
っ
た
大
石
を
立
て
る
塚

あ
る
が
故
に
名
づ
け
た
と
あ
る
。
明
治
八
年
十
周
久

乃
木
に
合
併
せ
ら
れ
た
。

イ
シ
ヅ
カ
ガ
ハ
石
塚
川
鹿
島
郡
久
乃
木
・
坪

川
・
西
・
若
林
・
飯
川
入
合
領
の
五
ャ
山
か
ら
流
出
し
、

三
階
村
領
で
二
宮
川
に
務
合
ふ
。
流
程
入
粁
許
。

イ
シ
ヅ
カ
ノ
右
塚
野
鹿
島
郡
久
乃
木
の
南
山

箆
の
地
を
い
ふ
。

イ
シ
ツ
ポ
右
坪
鳳
豆
郡
曾
山
の
内
の
小
手
。

イ
シ
ド
ウ
ヤ
マ
石
堂
山
江
沼
郡
大
型
寺
町
に

在
っ
て
、
文
愛
宕
山
と
も
い
ふ
。
音
敷
地
天
神
百
二

十
末
祉
の
一
つ
で
あ
る
石
堂
が
あ
っ
た
。
山
口
記
に
、

慶
長
五
年
の
役
に
前
回
利
長
が
巡
見
し
て
こ
の
山
に

登
っ
た
の
を
、
山
口
右
京
が
協
ひ
訂
し
た
が
あ
た
ら

な
か
っ
た
と
あ
る
。

イ
シ
ナ
ザ
カ
ジ
ョ
ウ
石
田
却
援
按
金
搾
浅
野
川

上
川
除
町
の
遜
に
あ
っ
て
、
一
向
一
授
の
徒
の
鍵
築

で
あ
っ
た
と
い
ふ
。


